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　第 1 図は，1988 年 7 月～ 11 月に実施した清水から帯広を経て釧路に至る路線の水準測量結

果である。芽室から帯広にかけて 8cm を越える沈降がみられる。十勝平野の東縁には活動度 B

の活断層が存在し，沈降域の境に当たっている。これより東の豊頃付近では，4cm 程度の降起

が見られる。前回の測量に見られた釧路側への傾動は，今回は現れなかった。
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第 1 図　清水～帯広～釧路間の上下変動
Fig. 1　Level changes along the route from Shimizu to Kushiro via. Obihiro.
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